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別紙３ 

ウレタン塗装作業要領 

 

⑴ 体育館等、床にラインテープ等が貼ってある場合は除去する。 

⑵ モップ・掃除機等で清掃し付着物を取り除く。 

⑶ 木部用水性ウレタン再塗布時に使用する専用クリーナーで、ポリッシャー（青パ 

 ッド等）にて表面洗浄を行う。 

⑷ バキューム等で汚水を回収した後、清水拭きを行う。 

⑸ 支柱口金具等がある場合はマスキングテープにて養生する。 

⑹ 乾燥後、既存のコーティングと新たに塗る木部用水性ウレタンを密着させるた 

 め、結合剤をモップで均一に塗布し、十分乾燥させる。 

⑺ 乾燥後、木部用水性ウレタンを気泡等に注意しながら均一に塗布し、十分乾燥さ 

 せる。 

⑻ マスキングテープ除去及び後片付けをする。 

 

※ フローリングは、水分で形状変化がしやすいので、使用する水の量と作業時間に 

 は十分注意すること。 

※ 汚れが目立つ箇所は剥離作業を行うこと。 

 


